
２月  図書館だより 
 

 【節分てなあに？】日本には、春夏秋冬の四季がありますが、暦の上ではそれぞれの 

 季節が始まる日を「立春」「立夏」「立秋」「立冬」といい、これらの前日を「節分」といいます。 

つまり、節分は、四つの季節の分かれ目です。昔は、立春から新しい年が始まっていたため、 

四つの節分の中でも立春前の節分は、大切な節目の日でした。今でいう大晦日にあたるので、 

新年に福を呼ぶために、悪いことを起こす邪気（鬼）をはらう様々な行事が行われるようになり、

やがて、節分といえば、この日をさすようになりました。 

 

               

 

 ３ 月は蔵書点検のため、閉館となります。 

          蔵書点検とは、年に一度、図書室の本をハンディーターミナルで、１冊１冊 

         確認します。また、破れている本はないかなど、調べる作業です。 

          本が完全に返却されていないと、正しく点検ができません。借りてそのままの 

         本がないか、もう一度、調べてください。 

            

貸出し終了と返却について 
                

★今年度最後の貸出し日   ２月２１日（金） 

                 ★完全返却         ２月２８日（金） 

               ※春休み中の貸出しはありません。 

                    

 

今年度もあとわずかになりました。本の貸出しも今月が最後になり、 

３月は、図書室が利用できなくなります。２月の１・１・１読書運動は、 

全クラスが達成できるよう頑張りましょう。 

             

                   １ 月の１ ・１ ・１ 読書運動達成 

                １の４、２の３，３の４、３の５ 

                  おめでとうございます 

 

２月１４日は、バレンタインデーです 

       バレンタインデーの由来・・・３世紀のローマ帝国では、戦う気力が落ちることを 

      心配し、兵士の結婚を禁じていました。しかし、イタリア人のバレンチノ司祭は、 

      恋に落ちた兵士と娘たちを、ひそかに結婚させてあげました。  

それを知ったローマ皇帝は怒り、バレンチノ司祭に、キリスト教を捨てるよう 

      せまりましが、バレンチノ司祭はそれを聞き入れず、ついに処刑されてしまいます。 

       その後、バレンチノ司祭は、聖人として認められ、処刑された２月１４日を、愛の 

      記念日にしたのです。 

       ※バレンチノは、英語読みでバレンタインになります。 

       ★チョコレートを使った簡単スイーツレシピ 

☆アーモンドチョコレート 

        ＊材料・・ 細切りアーモンド  ４０g 

                           コーンフレーク   １０g 

                          チョコレート    ６０g 

                ＊準備・・ アーモンドを天板にのせて、１６０℃のオーブンで４～６分ほど焼く。 

                 チョコレートを細かくきざんでボウルに入れる。 

                 バットにオーブンシートをしく。 

         ＊作り方・ １ コーンフレークはビニール袋に入れて細かくくだく。 

               ２ チョコレートを湯せんで溶かす。 

               ３ ２に、アーモンド・コーンフレークを加えてまぜる。 

               ４ ３を、スプーンでバットの上にのせ、冷蔵庫で 1時間くらい 

               冷やし固める。 

               ５ 好みで、チョコペンなどでもようをかく。 

      

        家族や友だちなど、大切な人に手作りチョコを贈ってみては？ 

       図書室にもお菓子のレシピ本がたくさんあるので、利用してください。 
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